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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

介護予防の促進

介護予防推進等事業

健康福祉局

地域包括支援センター

087-839-2811

市

平成 年度～28

①4- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

教室開催回数（介護予防、認知症予防） 回

教室参加者数（介護予防教室・認知症予防教室） 人

事業参加者数（元気を広げる人の活動・のびのび元気体操等 人

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

６５歳以上の高齢者に対し、介護予防教室やフレイル予防講座などを開催し、介護予防に取り組めるよう支援する。
高齢者の身近な地域で、介護予防を推進するため、介護予防ボランティア「元気を広げる人」などを養成し、介護予防の取り組
みを広げるとともに、のびのび元気体操を普及させる。

高齢者の介護予防教室・講座、元気を広げる人の養成講座、のびのび元気体操等

一般介護予防事業対象者

身近な場所で教室・講座などを開催し、高齢者が自主的に介護予防に取り組めるようになる。

「元気いきいき教室」のポスターを居場所や
サロン等に掲示したり、特定健診受診者（７
０～７４歳）のうち運動・身体活動に関する
質問項目に「いいえ」と回答した方に介護予
防教室を案内して周知啓発したことにより、
目標値を達成することが出来た。

介護予防ボランティア「元気を広げる人」の
新たな学びの場として、フォローアップ事業
や講習会、スキルアップセミナーを開催し、
活動支援をしたことで地域の居場所・サロン
等での活動が増え、参加者数の増加につなが
った。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％104.3

％110.5

点35

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

49,951 71,525 72,478 74,989

10,696 18,416 19,544 22,055

39,255 53,109 52,934 52,934

Ａ 継続

高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実施するため、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な取組が必要である。

・居場所やサロンでの介護予防の推進（フレイル予防、のびのび元気体操の普及）
・介護予防ボランティア「元気を広げる人」の養成・支援
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